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25
年
後
に
開
封
イ
ベ
ン
ト
も
予
定

ア
ー
ス
マ
ー
ト
の
プ
ロ
デ
ュ
ー

サ
ー
を
務
め
る
放
送
作
家
・
脚

本
家
の
小
山
薫
堂
さ
ん
は
「
今

回
の
万
博
で
何
か
記
憶
に
残
る

土
産
に
な
れ
ば
」
と
、
自
然
の

恵
み
と
人
の
知
恵
だ
け
で
長
期

保
存
で
き
る
日
本
古
来
の
保
存

食
・
梅
干
し
に
注
目
し
た
と
の

こ
と
。「
こ
れ
か
ら
時
を
超
え
て

梅
干
し
を
媒
介
に
し
、
人
が
人

を
思
う
、
や
さ
し
さ
の
装
置
み

た
い
な
も
の
に
な
れ
ば
う
れ
し

い
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

万
博
終
了
後
、
紀
州
梅
の
会

が
漬
け
込
ん
だ
梅
を
持
ち
帰
っ

て
梅
干
し
を
作
り
、
25
年
後
の

２
０
５
０
年
、
田
辺
市
内
で
開

封
や
引
き
換
え
イ
ベ
ン
ト
を
開

催
す
る
予
定
で
す
。

パ
ビ
リ
オ
ン
場
内
で
は
こ
の

ほ
か
、
未
来
へ
の
思
い
を
込
め

ら
れ
る
絵
馬
コ
ー
ナ
ー
も
設
置
し
、

熊
野
本
宮
大
社
で
祈
祷
後
、
２

０
５
０
年
ま
で
保
管
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。

紀
州
梅
の
会
の
真
砂
充
敏
会

長
は
「
当
地
の
梅
を
広
く
Ｐ
Ｒ

で
き
る
絶
好
の
機
会
。
梅
が
大

き
な
話
題
を
生
む
と
確
信
し
て

い
る
」
と
期
待
を
寄
せ
て
い
ま
す
。

Ｊ
Ａ
わ
か
や
ま
青
年
部
紀
南

地
域
本
部
は
４
月
11
日
、
中
央

営
農
経
済
セ
ン
タ
ー
で
総
会
を

開
き
ま
し
た
。
本
人
87
人
、
委

任
状
41
人
の
１
２
８
人
が
出
席

し
、
役
員
選
任
で
は
樫
山
京
平

さ
ん
（
新
庄
支
部
）
が
令
和
７

年
度
紀
南
地
域
本
部
の
部
長
に

選
任
さ
れ
ま
し
た
。

青
年
部
は
概
ね
40
歳
以
下
の

若
手
後
継
者
に
よ
る
組
織
で
、

紀
南
地
域
本
部
に
は
11
支
部
が

あ
り
、
部
員
数
は
１
４
５
人
と

な
っ
て
い
ま
す
。

総
会
の
議
案
審
議
で
は
、
Ｊ

Ａ
わ
か
や
ま
青
年
部
紀
南
地
域

本
部
規
約
の
制
定
や
７
年
度
活

動
方
針
、
役
員
選
任
な
ど
全
４

議
案
を
上
程
し
、
原
案
通
り
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

議
案
審
議
の
後
、
支
部
代
表

に
よ
る「
青
年
の
主
張
」を
行
い
、

最
優
秀
賞
に
松
下
達
郎
さ
ん（
芳

養
支
部
）、
優
秀
賞
に
射
塲
康
介

さ
ん
（
上
富
田
支
部
）
を
選
び

ま
し
た
。
松
下
さ
ん
は
８
月
に

開
催
予
定
の
和
歌
山
県
青
年
大

会
に
出
場
す
る
予
定
で
す
。

紀
南
地
域
本
部
の
役
員
と
支

部
長
な
ど
の
役
員
体
制
は
次
の

通
り
。（
敬
称
略
、
カ
ッ
コ
内
は

所
属
支
部
）

【
本
部
役
員
】
部
長
＝
樫
山
京

平
（
新
庄
）
▽
副
部
長
＝
田
中

信
太
郎
（
上
秋
津
）
▽
会
計
＝

寄
本
裕
貴
（
稲
成
）

【
支
部
長
】
芳
養
＝
岸
本
拓
朗
、

稲
成
＝
山
下
真
、
中
芳
養
＝
藏

本
光
彦
、
上
芳
養
＝
山
㟢
享
、

上
秋
津
＝
谷
口
雄
祐
、
秋
津
川

＝
坂
本
和
也
、
三
栖
＝
梅
田
純

也
、
長
野
＝
那
須
弘
規
、
新
庄

＝
樫
山
和
昭
、
上
富
田
＝
森
有

輝
、
日
置
＝
二
株
輝
王

【
県
本
部
監
事
】行
森
照
明（
上
芳
養
）

大
阪
・
関
西
万
博
で
南
高
梅
を
漬
込
み

大
阪
・
関
西
万
博
の
シ
グ
ネ
チ
ャ
ー
パ
ビ
リ
オ
ン
「
Ｅ
Ａ
Ｒ

Ｔ
Ｈ 

Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｔ
（
ア
ー
ス
マ
ー
ト
）」
に
お
い
て
、
行
政
、
Ｊ
Ａ
、

梅
干
し
組
合
で
つ
く
る
「
紀
州
梅
の
会
」
と
、
同
パ
ビ
リ
オ
ン

に
よ
る
紀
州
南
高
梅
の
「
万
博
漬
け
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
行
わ

れ
ま
す
。
６
月
に
収
穫
し
た
南
高
梅
約
１
㌧
を
会
場
内
で
漬
け

込
む
予
定
に
し
て
お
り
、
パ
ビ
リ
オ
ン
の
来
場
者
に
は
未
来
に

託
す
「
食
の
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
」
と
し
て
25
年
後
に
実
食
で
き

る
引
換
券
を
同
時
配
布
し
ま
す
。

シ
グ
ネ
チ
ャ
ー
パ
ビ
リ
オ
ン

と
は
、
リ
ア
ル
と
バ
ー
チ
ャ
ル
に

よ
る
多
様
な
体
験
に
よ
り
、
訪

れ
る
人
々
が
「
い
の
ち
」
に
つ
い

て
考
え
、
そ
の
概
念
を
ア
ッ
プ

デ
ー
ト
し
て
も
ら
う
こ
と
を
目

的
に
、
各
界
の
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ

ー
８
人
が
独
自
の
テ
ー
マ
で
パ

ビ
リ
オ
ン
を
展
開
す
る
も
の
で
す
。

アースマートの小山プロデューサー（左から
２人目）と「紀州梅の会」関係者

 部　長
樫山京平さん

　副部長
田中信太郎さん

 会　計
寄本裕貴さん

場内で展示予定の「万博漬け」イメージ

部
長
に
樫
山
京
平
さ
ん
を
選
任

紀
南
の
青
年
部
が
総
会
開
く

紀州梅の会
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Ｊ
Ａ
わ
か
や
ま
女
性
会
紀

南
地
域
本
部
は
４
月
28
日
、

中
央
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー
で

総
会
を
開
き
ま
し
た
。

女
性
会
は
Ｊ
Ａ
を
拠
り
ど
こ

ろ
に
地
域
や
学
校
と
連
携
し
、

食
と
農
の
つ
な
が
り
を
大
切
に

し
な
が
ら
女
性
組
織
の
活
性
化

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

紀
南
地
域
本
部
は
田
辺
、

白
浜
、
上
富
田
、
な
か
へ
ち
、

日
置
川
、
す
さ
み
、
串
本
の

７
ブ
ロ
ッ
ク
で
構
成
さ
れ
て

い
ま
す
。

令
和
６
年
度
の
活
動
・
収

支
決
算
の
報
告
の
後
、
令
和

７
年
度
の
活
動
計
画
な
ど
全

３
議
案
が
審
議
さ
れ
、
役
員

選
任
で
は
瀧
本
か
お
り
さ
ん

（
田
辺
ブ
ロ
ッ
ク
）
が
令
和
７

年
度
紀
南
地
域
本
部
の
会
長

に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

各
ブ
ロ
ッ
ク
長
か
ら
な
る

本
部
役
員
体
制
は
次
の
通
り
。

（
敬
称
略
、
カ
ッ
コ
内
は
所
属

ブ
ロ
ッ
ク
）

【
本
部
役
員
】
会
長
＝
瀧
本
か

お
り
（
田
辺
）
▽
副
会
長
＝
湯

川
明
美（
白
浜
）、渡
瀬
道
恵（
す

さ
み
）
▽
ブ
ロ
ッ
ク
長
＝
中
井

雅
子
（
上
富
田
）、
大
森
知
子

（
な
か
へ
ち
）、
浦
本
信
子
（
日

置
川
）、
宇
井
良
子
（
串
本
）

４
月
に
降
っ
た
雹（
ひ
ょ
う
）

の
影
響
で
、
梅
産
地
に
甚
大
な

被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。
４
月

６
日
、
11
日
、
14
日
と
相
次
い

で
ひ
ょ
う
が
降
り
、
管
内
の
生

産
者
か
ら
は
悲
痛
の
声
が
あ
が

っ
て
い
ま
す
。

管
内
の
被
害
額
に
つ
い
て
は

４
月
16
日
時
点
で
約
22・８
億
円

と
の
発
表
が
あ

り
ま
し
た
。
広

範
囲
で
果
実
の

裂
傷
や
陥
没
、

打
ち
傷
等
が
見

ら
れ
ま
す
。

Ｊ
Ａ
営
農

担
当
者
も
被

害
調
査
を
行

い
、
被
害
が
大

き
い
地
域
で
は
、
県
、
市
町
の

担
当
者
や
生
産
者
ら
と
と
も
に

被
害
を
確
認
し
ま
し
た
。
数
回

の
降
ひ
ょ
う
に
よ
り
、
紀
南
地

域
本
部
管
内
ほ
ぼ
全
域
で
被
害

が
確
認
さ
れ
て
お
り
、
生
産
者

か
ら
は
「
園
地
に
よ
っ
て
は
壊

滅
状
態
。
昨
年
に
続
く
ひ
ょ
う

被
害
と
い
う
こ
と
で
、
精
神
的

に
も
大
き
な
大
ダ
メ
ー
ジ
を
受

け
て
い
る
」「
出
荷
や
販
売
面

で
何
ら
か
の
支
援
を
し
て
ほ
し

い
」
と
の
声
が
相
次
い
で
Ｊ
Ａ

に
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

今
回
の
被
害
を
受
け
、
Ｊ
Ａ

で
も
被
害
果
を
含
む
荷
受
け
対

策
な
ど
に
つ
い
て
協
議
を
重
ね

て
い
ま
す
。
営
農
部
の
原
大
輔

部
長
は
「
２
年
続
き
の
降
ひ
ょ

う
被
害
で
生
産
者
か
ら
不
安
の

声
も
多
い
。
Ｊ
Ａ
と
し
て
関
係

機
関
と
連
携
し
な
が
ら
対
策
を

講
じ
た
い
」と
話
し
て
い
ま
す
。

　会　長
瀧本かおりさん

 副会長
渡瀬道恵さん

 副会長
湯川明美さん

田辺市稲成町の寄本裕貴さんは、
1.5㌶の園地で南高梅を中心に栽培
しています。青梅出荷がほとんどで、
昨年大量発生したカメムシ被害や２
年連続のひょう被害など思うように
いかないことも多いとのことですが、
昨年からは「パープルキング」にも
挑戦しており、「収穫はまだまだ先で
すが、成長が楽しみ」と話しています。

梅のほか、極早生ミカンと早生ミ
カンも1.5㌶栽培しており、高水準の
糖度が求められる環境にも「努力が
直接成果に表れるため、やりがいが
あります」と前向きです。

梅・ミカンともに改植による園地
の若返りを進めつつ、趣味のゴルフ
で息抜きしながら、秀品率の向上に
向けて日々作業に励んでいます。

紀
南
の
女
性
会
が
総
会
開
く

会
長
に
瀧
本
か
お
り
さ
ん
を
選
任

４月の降ひょう被害うけ

「パープルキング」にも挑戦！
田辺市稲成町　寄

より

本
もと

 裕
ひろ

貴
き

さん

ひょうが当たり傷が入った梅の果実

梅の果実に傷、産地に打撃

生産者
紹介

今月の
きなん産地人
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ミ
カ
ン

◆
摘
果

着
果
過
多
樹
や
極
早
生
ミ
カ
ン
で
は
、

肥
大
促
進
や
階
級
の
バ
ラ
ツ
キ
を
少
な
く

す
る
た
め
、
遅
れ
な
い
よ
う
に
摘
果
を
進

め
よ
う
。

○
樹
冠
上
部
全
摘
果

着
果
過
多
樹
で
は
、
隔
年
結
果
是
正
対

策
と
し
て
樹
冠
上
部
の
約
40
％
（
総
着
果

量
の
約
50
％
）
を
全
摘
果
し
、
夏
芽
を
出

さ
せ
る
。
摘
果
時
期
が
遅
れ
る
と
、
思
う

よ
う
に
新
梢
が
出
な
い
の
で
７
月
上
旬
ま

で
に
取
り
組
も
う
。
ま
た
、
夏
芽
発
生
後

は
ミ
カ
ン
ハ
モ
グ
リ
ガ
の
防
除
を
忘
れ
ず

行
お
う
。

○
摘
果
剤
の
散
布

摘
果
作
業
の
省
力
化
を
図
る
場
合
は
摘

果
剤
を
活
用
す
る
。
い
ず
れ
の
薬
剤
も
、

樹
勢
の
弱
い
樹
や
、
高
温
が
続
き
そ
う
な

場
合
は
使
用
を
さ
け
る
。

フ
ィ
ガ
ロ
ン
乳
剤
は
間
引
き
摘
果
目
的

に
散
布
後
、
２
回
目
（
満
開
70
～
80
日
後
、

但
し
収
穫
14
日
前
ま
で
）
の
散
布
を
行
う

こ
と
に
よ
り
熟
期
促
進
の
効
果
が
期
待
で

き
、
タ
ー
ム
水
溶
剤
は
樹
勢
を
低
下
さ
せ

な
い
特
徴
が
あ
る
。

◆
病
害
虫
防
除

○
黒
点
病

枯
枝
が
伝
染
源
と
な
る
た
め
、
枯
枝
の

除
去
は
必
ず
行
う
。

防
除
は
前
回
の
散
布
か
ら
積
算
降
水
量

が
２
０
０
㍉
を
目
安
に
薬
剤
を
散
布
す
る
。

但
し
、
降
水
量
が
少
な
い
場
合
で
も
20
～

30
日
間
隔
で
防
除
を
行
う
。

梅
雨
時
期
の
防
除
時
に
は
、
ア
ビ
オ
ン

‐
Ｅ
１
０
０
０
倍
の
加
用
が
効
果
的
で
あ

る
が
、
マ
シ
ン
油
乳
剤
使
用
時
に
は
混
用

し
な
い
。

○
チ
ャ
ノ
キ
イ
ロ
ア
ザ
ミ
ウ
マ

チ
ャ
ノ
キ
イ
ロ
ア
ザ
ミ
ウ
マ
は
、
５
月

に
引
き
続
き
10
月
頃
ま
で
長
期
に
わ
た
り

発
生
す
る
た
め
、
防
除
を
継
続
す
る
。

○
ミ
カ
ン
サ
ビ
ダ
ニ

ミ
カ
ン
サ
ビ
ダ
ニ
は
６
月
下
旬
頃
か
ら
、

葉
か
ら
果
実
に
移
動
す
る
た
め
、
そ
の
前

の
６
月
中
下
旬
頃
に
防
除
を
行
う
。

○
ゴ
マ
ダ
ラ
カ
ミ
キ
リ

成
虫
の
発
生
は
６
月
頃
か
ら
見
ら
れ
、

そ
の
後
枝
や
幹
に
産
卵
し
幼
虫
が
食
入
す

る
こ
と
に
よ
り
、
樹
勢
低
下
や
枯
死
に
至

る
た
め
防
除
を
行
う
。

○
ミ
カ
ン
ハ
ダ
ニ

６
月
頃
か
ら
増
加
傾
向
と
な
る
た
め
、

発
生
初
期
に
ア
タ
ッ
ク
オ
イ
ル
（
２
０
０

倍
・
４
月
～
10
月
）
を
散
布
す
る
。
但
し
、

デ
ラ
ン
フ
ロ
ア
ブ
ル
と
の
散
布
間
隔
は
30

日
、
Ｉ
Ｃ
ボ
ル
ド
ー
と
の
散
布
間
隔
は
14

日
空
け
る
。

◆
中
晩
柑
類
の
夏
肥

果
実
が
樹
上
に
あ
る
期
間
が
長
い
中
晩

柑
類
で
は
、
樹
勢
維
持
と
果
実
肥
大
促
進

の
た
め
、
適
切
な
樹
勢
管
理
が
重
要
と
な

る
。（
上
秋
津
支
店
営
農
経
済
駐
在
・
小

谷
周
平
）

梅

◆
収
穫

小
梅
、
古
城
に
続
い
て
主
力
品
種
の

「
南
高
」
の
収
穫
が
始
ま
る
。
梅
農
家
で
は
、

年
間
で
最
も
忙
し
い
時
期
に
な
る
の
で
事

故
や
健
康
管
理
に
十
分
注
意
し
よ
う
。

梅
は
品
種
、
地
域
、
園
地
条
件
、
樹
勢
、

出
荷
用
途
に
よ
っ
て
収
穫
時
期
は
異
な
る

た
め
適
期
収
穫
に
努
め
よ
う
。

「
南
高
」
の
青
果
収
穫
は
、
果
実
の
「
毛

じ
」
が
半
分
程
度
抜
け
落
ち
、
光
沢
が
果

実
の
３
分
の
１
程
度
出
る
こ
ろ
が
収
穫
時

期
と
な
る
。
同
じ
樹
で
も
結
実
場
所
に
よ

っ
て
熟
度
の
進
行
が
異
な
る
の
で
、
上
部

や
陽
光
面
か
ら
順
に
数
回
に
分
け
て
収
穫

す
る
。

加
工
用
ま
た
は
漬
け
梅
用
は
、
樹
上
完

熟
さ
せ
、
収
穫
用
ネ
ッ
ト
の
上
に
自
然
落

果
し
た
梅
を
拾
っ
て
収
穫
す
る
。
梅
雨
時

期
の
収
穫
は
高
温
多
湿
時
期
と
な
る
た
め
、

果
実
が
傷
み
や
す
く
な
る
の
で
丁
寧
に
取

り
扱
う
。

◆
病
害
虫
防
除

○
す
す
斑
病

天
候
不
良
が
続
き
、
園
内
の
湿
度
が
高

く
通
気
性
が
悪
く
な
る
と
、
す
す
斑
病
の

発
生
が
心
配
さ
れ
る
。
防
除
は
、
収
穫
日

に
注
意
し
な
が
ら
薬
剤
を
選
択
し
よ
う
。

◆
ケ
シ
キ
ス
イ
対
策

漬
け
梅
用
と
し
て
完
熟
落
果
し
た
果
実

を
長
期
間
放
置
し
て
お
く
と
ケ
シ
キ
ス
イ

に
食
入
さ
れ
る
恐
れ
が
あ
る
。
ケ
シ
キ
ス

イ
に
食
入
さ
れ
た
果
実
は
決
し
て
流
通
さ

せ
て
は
な
ら
な
い
。
対
策
と
し
て
次
の
６

点
に
取
り
組
も
う
。

①
薬
剤
防
除
で
虫
の
密
度
を
減
ら
す
。

②
必
ず
ネ
ッ
ト
を
敷
く
。

③
１
日
１
回
以
上
、
こ
ま
め
に
収
穫
す
る
。

④
古
い
果
実
や
傷
ん
だ
果
実
、
過
熟
果
は

園
外
に
持
ち
出
し
て
処
分
す
る
。

⑤
清
潔
な
水
で
水
浸
処
理
を
30
～
45
分
程

度
行
う
。

⑥
選
別
時
に
疑
わ
し
き
果
実
を
排
除
す
る
。

◆
お
礼
肥

樹
勢
回
復
、
な
ら
び
に
次
年
度
の
花
芽

分
化
、
貯
蔵
養
分
の
蓄
積
を
目
的
と
し
て

６月の

農作業

12
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収
穫
が
終
了
し
た
園
か
ら
速
や
か
に
施
用

し
よ
う
。
施
肥
量
は
、
結
実
量
や
樹
齢
、

樹
体
状
況
に
よ
っ
て
加
減
す
る
が
、
年
間

窒
素
の
40
％
を
目
安
と
す
る
。（
芳
養
谷

支
店
営
農
経
済
・
三
谷
秀
彦
）

ス
モ
モ

◆
病
害
虫
防
除

○
灰
星
病

灰
星
病
は
、「
花
腐
れ
」
か
ら
果
実
に

伝
染
し
天
候
が
不
良
時
に
蔓
延
す
る
恐
れ

が
あ
る
。
菌
の
発
生
適
温
は
20
～
25
℃
程

度
と
さ
れ
て
お
り
、
降
雨
や
湿
度
の
上
昇

に
よ
り
熟
果
へ
も
発
病
す
る
。

○
シ
ン
ク
イ
ム
シ

収
穫
時
期
が
遅
い
品
種
ほ
ど
食
害
さ

れ
る
傾
向
に
あ
る
。
防
除
は
合
成
ピ
レ

ス
ロ
イ
ド
系
の
薬
剤
で
対
策
す
る
場
合

が
主
流
で
あ
っ
た
が
、
チ
ョ
ウ
目
へ
特

化
し
た
薬
剤
の
エ
ク
シ
レ
ル
Ｓ
Ｅ
等
も

効
果
的
で
あ
る
。

◆
大
石
早
生
の
お
礼
肥

樹
勢
回
復
や
次
年
度
へ
の
貯
蔵
養
分

の
確
保
を
目
的
に
収
穫
後
速
や
か
に
施

肥
す
る
。（
芳
養
谷
支
店
営
農
経
済
・
三

谷
秀
彦
）

水  

稲

◆
水
管
理

○
生
育
初
期

田
植
え
後
か
ら
活
着
ま
で
は
や
や
深
水

管
理
（
４
～
５
㌢
）、
活
着
後
は
除
草
剤

処
理
後
３
～
４
日
を
除
き
、
１
～
２
㌢
の

浅
水
管
理
を
行
う
。
ま
た
、
分
け
つ
を
促

進
す
る
た
め
、
４
～
５
日
に
１
回
程
度
水

の
入
れ
替
え
を
行
う
。

○
中
干
し

中
干
し
は
①
根
の
健
全
化
と
下
葉
枯
れ

防
止
、
②
耐
倒
伏
性
向
上
、
③
過
剰
分
け

つ
防
止
、
④
収
穫
の
作
業
性
向
上
な
ど
を

目
的
に
行
う
。

時
期
は
分
け
つ
数
が
目
標
穂
数
の
80
％

程
度
（
１
株
当
た
り
16
～
17
本
）
確
保
で

き
た
ら
開
始
す
る
。
幼
穂
形
成
期
（
田
植

え
約
１
カ
月
後
、
ま
た
は
出
穂
約
１
カ
月

前
）
に
、
田
面
に
小
さ
な
亀
裂
が
入
る
程

度
を
目
安
に
行
う
。

◆
雑
草
・
病
害
防
除

○
雑
草
防
除

残
り
草
が
多
い
場
合
は
、
除
草
剤
に

よ
る
雑
草
防
除
を
行
う
。
た
だ
し
、
除

草
剤
の
使
用
に
は
収
穫
前
日
数
に
注
意

す
る
。

○
い
も
ち
病

い
も
ち
病
は
日
照
不
足
や
長
雨
、
山
間

部
や
谷
間
で
発
生
し
や
す
い
。
ま
た
、
補

植
用
の
苗
は
い
も
ち
病
の
発
生
源
と
な
る

た
め
、
早
め
に
処
分
す
る
。
適
期
に
薬
剤

防
除
を
行
う
。（
中
央
営
農
経
済
セ
ン
タ

ー
・
榎
本
雄
司
）

野  

菜

◆
エ
ダ
マ
メ

○
カ
メ
ム
シ
防
除

サ
ヤ
が
小
さ
い
頃
に
吸
わ
れ
る
と
落
下

し
、
豆
が
膨
ら
ん
で
か
ら
吸
わ
れ
る
と
変

形
や
褐
色
に
変
色
す
る
た
め
、
適
期
を
逃

さ
な
い
よ
う
に
防
除
す
る
。
防
除
薬
剤
は
、

ス
タ
ー
ク
ル
顆
粒
水
溶
剤
（
２
０
０
０
倍
・

７
日
前
ま
で
・
２
回
以
内
）、
ま
た
は
ダ
ン

ト
ツ
水
溶
剤
（
２
０
０
０
～
４
０
０
０
倍
・

前
日
ま
で
・
３
回
以
内
）
等
で
防
除
す
る
。

○
収
穫

開
花
か
ら
約
30
日
後
が
収
穫
の
目
安
と

な
る
。
収
穫
が
遅
れ
る
と
サ
ヤ
の
色
が
薄

ま
り
、
実
が
硬
く
な
っ
て
食
味
が
低
下
す

る
。
面
積
が
多
い
場
合
は
、
や
や
早
め
か

ら
収
穫
を
始
め
る
。（
中
央
営
農
経
済
セ

ン
タ
ー
・
榎
本
雄
司
）

花  

き

◆
施
設
花
き　
　

施
設
栽
培
で
は
塩
類
濃
度
が
高
く
な
り

や
す
い
。
収
穫
後
に
除
塩
を
行
う
た
め
に

塩
類
を
吸
収
し
や
す
い
緑
肥
作
物
（
ソ
ル

ゴ
ー
な
ど
）
を
播
く
。
そ
の
後
、
生
育
し

た
緑
肥
作
物
を
圃
場
外
へ
持
ち
出
し
て
処

分
す
る
。
土
壌
の
保
水
性
や
排
水
性
の
改

善
を
促
す
た
め
に
、
バ
ー
ク
堆
肥
、
プ
ロ

有
機
な
ど
の
有
機
質
資
材
を
施
用
す
る
。 

施
用
す
る
前
に
土
壌
分
析
を
行
い
、
結
果

に
基
づ
い
た
施
用
を
行
う
。

○
土
壌
消
毒

連
作
障
害
の
一
つ
で
あ
る
土
壌
伝
染
性

病
害
の
リ
ス
ク
を
軽
減
さ
せ
ら
れ
る
ほ
か
、

除
草
効
果
も
見
込
ま
れ
る
。

・
農
薬
に
よ
る
消
毒

薬
剤
に
は
ク
ロ
ー
ル
ピ
ク
リ
ン
や
バ
ス
ア

ミ
ド
微
粒
剤
が
あ
る
。
人
体
に
刺
激
の
強

い
ガ
ス
が
発
生
す
る
た
め
、
ラ
ベ
ル
を
よ
く

読
み
、
注
意
事
項
に
従
っ
て
使
用
す
る
。
使

用
後
も
適
切
な
処
理
を
施
す
。
民
家
等
が

あ
る
場
合
は
周
辺
へ
の
配
慮
が
必
要
で
あ
る
。

（
中
央
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー
・
田
中
大
介
）

花  

木

◆
害
虫
防
除

○
輪
紋
葉
枯
病

葉
に
濃
淡
の
同
心
円
を
描
い
た
褐
色
斑

点
が
形
成
さ
れ
る
。
多
湿
条
件
で
発
生
し

や
す
い
の
で
、
６
月
は
特
に
注
意
す
る
。
多

発
す
る
と
枝
枯
れ
を
起
こ
す
た
め
、
初
期

防
除
に
努
め
る
。
薬
剤
は
、
ト
ッ
プ
ジ
ン
Ｍ

水
和
剤
（
１
０
０
０
倍
・
発
病
初
期
・
５
回

以
内
）
で
防
除
す
る
。
ま
た
、
薬
剤
散
布
だ

け
で
は
な
く
、
伝
染
源
と
な
る
罹
病
葉
を

圃
場
か
ら
持
ち
出
す
こ
と
も
効
果
的
で
あ
る
。

（
中
央
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー
・
田
中
大
介
）

※
み
か
ん
、
中
晩
柑
、
梅
、
ス
モ
モ
、

水
稲
の
防
除
薬
剤
や
施
肥
肥
料
は
、

旧
Ｊ
Ａ
紀
南
令
和
７
年
栽
培
暦
を
ご

確
認
く
だ
さ
い
。
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新
入
学
児
童
の
門
出
を
梅
で
祝
福

48
校
に
青
年
部
が
梅
干
し
贈
呈

Ｊ
Ａ
わ
か
や
ま
青
年
部
紀
南
地
域
本
部

は
４
月
、
小
学
校
48
校
の
新
入
学

児
童
７
３
３
人
に
梅
干
し
を
プ
レ

ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。

家
庭
で
梅
干
し
を
食
べ
る
機
会

が
年
々
少
な
く
な
っ
て
い
る
こ
と

を
受
け
て
平
成
22
年
か
ら
行
っ
て

い
る
取
り
組
み
で
、
児
童
ら
が
基

幹
作
物
で
あ
る
梅
に
親
し
み
地
域

農
業
に
関
心
を
持
っ
て
も
ら
う
き

っ
か
け
作
り
に
つ
な
げ
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

４
月
８
日
に
は
、
６
年
度
の
青

年
部
長
を
務
め
た
樫
山
京
平
さ
ん

と
青
年
部
新
庄
支
部
長
の
谷
本
和

哉
さ
ん
が
、
出
身
校
で
あ
る
田
辺

市
の
新
庄
小
学
校
で
贈
呈
式
を
実

施
し
ま
し
た
。
ま
ず
は
新
１
年
生

20
人
を
代
表
し
て
池
田
莉
心
さ
ん

と
岩
﨑
仁
希
さ
ん
の
２
人
に
梅
干

し
を
贈
呈
し
た
の
ち
、
児
童
一
人

ひ
と
り
に
「
入
学
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
」
と
手
渡
し
ま
し
た
。

樫
山
さ
ん
は
「
梅
は
健
康
食
で

も
あ
る
の
で
、
ぜ
ひ
１
日
１
粒
梅
を
食
べ

て
元
気
に
、
こ
れ
か
ら
の
小
学
校
生
活
を

存
分
に
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
」
と
呼
び
か

け
ま
し
た
。

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

Ｊ
Ａ
う
め
っ
ぴ
・
み
か
っ
ぴ
杯
を
開
催

優
勝
は
キ
ッ
ズ
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
男
子

Ｊ
Ａ
わ
か
や
ま
紀
南
地
域
本
部
は
４
月

13
日
、
上
富
田
町
の
朝
来
小
学
校
で
「
第

１
回
Ｊ
Ａ
う
め
っ
ぴ
・
み
か
っ
ぴ
杯
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
大
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
を
通

じ
た
子
ど
も
た
ち

の
健
全
育
成
と
、

次
世
代
の
Ｊ
Ａ
活

動
へ
の
理
解
と
参

加
を
促
進
す
る
こ

と
が
目
的
。
主
催

は
西
牟
婁
地
方
小

学
生
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
連
盟
、
Ｊ
Ａ
わ

か
や
ま
紀
南
地
域

本
部
が
後
援
、
Ｊ

Ａ
共
済
も
地
域
貢

献
活
動
の
一
環
と

し
て
協
力
し
て
い
ま
す
。

合
併
以
前
は
「
ち
ゃ

ぐ
り
ん
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

大
会
」
と
し
て
開
い
て

い
た
も
の
で
、
記
念
す

べ
き
第
１
回
目
と
な
る

今
回
は
、
管
内
の
小
学

生
８
チ
ー
ム
・
79
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

試
合
は
予
選
２
試
合
の
戦
績
に
よ
り
、

上
位
（
１
部
）、
下
位
（
２
部
）
に
分
か

れ
て
の
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
方
式
。
１
部
で
は

キ
ッ
ズ
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
男
子
と
す
さ
み
少

女
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
が
決
勝
戦
に
進

出
し
、
手
に
汗
握
る
攻
防
戦
を
展
開
し
た

結
果
、
キ
ッ
ズ
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
男
子
が
優

勝
し
ま
し
た
。

【
１
部
】
優
勝
＝
キ
ッ
ズ
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ

男
子
▽
準
優
勝
＝
す
さ
み
少
女
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
ク
ラ
ブ

【
２
部
】
優
勝
＝
キ
ッ
ズ
エ
ン
ジ
ェ
ル
▽

準
優
勝
＝
上
富
田
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

施
設
花
き
生
産
者
を
対
象
に

土
壌
還
元
消
毒
用
資
材
の
勉
強
会
開
く

Ｊ
Ａ
わ
か
や
ま
紀
南
地
域
本
部
の
花
き

部
会
は
４
月
３
日
、
施
設
花
き
の
生
産
安

定
と
農
家
所
得
の
向
上
を
図
る
た
め
、
エ

タ
ノ
ー
ル
土
壌
還
元
消
毒
用
資
材
「
エ
コ

ロ
ジ
ア
ー
ル
」
の
勉
強
会
を
と
ん
だ
支
店

で
開
き
ま
し
た
。
講
師
は
、
日
本
ア
ル
コ

ー
ル
産
業
株
式
会
社
の
狩
野
雅
彦
さ
ん
。

主
成
分
が
エ
タ
ノ
ー
ル
な
の
で
環
境
負

荷
が
少
な
く
、
土
壌
中
で
微
生
物
に
よ
り

速
や
か
に
分
解
さ
れ

る
た
め
、
残
留
の
心

配
が
あ
り
ま
せ
ん
。

農
薬
で
は
な
く
、
エ

タ
ノ
ー
ル
含
有
量
60

％
未
満
と
危
険
物
に

も
該
当
し
ま
せ
ん
。

管
内
で
生
産
が
盛
ん

な
ト
ル
コ
ギ
キ
ョ
ウ

に
お
い
て
も
効
果
的

な
資
材
で
あ
る
と
し
、
生
産
者
か
ら
質
問

が
多
数
あ
り
ま
し
た
。
森
本
浩
司
部
会
長

は
「
今
使
っ
て
い
る
薬
剤
が
有
害
の
も
の

な
の
で
興
味
を
も
っ
た
。
高
単
価
で
あ
る

が
、
効
果
が
期
待
で
き
そ
う
な
の
で
検
討

し
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

新１年生の代表に梅干しを贈呈する樫山さん
（奥）と谷本さん（４月８日、新庄小学校で）

優勝したキッズファイターズ男子

狩野さんの説明を聞く参加者

準優勝のすさみ少女バレー
ボールクラブ

かつおの旨味たっぷりの甘酸っぱいかつお梅。
お茶漬けにおすすめです。

ご注文は
こちら

たっぷりかつお入り
旨味かつお梅
（塩分８％）

Ｊ
Ａ
ニ
ュ
ー
ス
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コリンくん
（♂：オス）

笠松 文代さん家族

一昨年の里親募集で、生後３カ月のコリンを
引き取りました。人見知りで大人しい性格ですが、
家族にはよく懐いています。おやつのチュールが
大好きで、たまに人気のないところへ散歩に行く
のが楽しみです。

山
やま

田
だ

 育
いく

子
こ

さん

桜
おう

大
た

くん（12歳）　結
ゆう

大
と

くん（６歳）
桜大くんは、真面目でしっかり者のお兄ちゃん。

好きな食べ物はたこ焼きで、友だちとドッジボール
をするのが楽しいんだ。将来の夢は「小学校の先生」
で、得意科目は算数。中学校でも勉強を頑張るよ。
結大くんは、活発でおしゃべりするのが大好き。

人なつっこい性格で、将来は「アイスクリーム屋さ
ん」なんだって。紀南のミカンや梅味のアイスも作
って、たくさんお客さんが来てくれるといいな～。
たまには兄弟げんかもするけど、とっても仲良しだよ。

 ２人とも仲良く元気に、

 “大”きな人間に育ってね。

中
なか

林
ばやし

 勇
ゆう

貴
き

さん

 病院勤務の看護師から 
 遺品整理等の専門店の代表に 

３年前に起業し、墓地清掃代行や遺品整理、生前
整理の専門店「クリーンクラブ」の代表を務めてい
ます。前職は地元の病院で看護師をしていましたが、
ご遺族と接する中で遺品整理の難しさを知り、自分
にも何か手助けできることはないだろうかと考える
ようになったのが開業に至ったきっかけです。
友人の支えも借りながらの家族経営で、詳細はＳＮ

Ｓでもご確認いただけます。年々少しずつではありま
すが、遺品整理や生前整理に関する認知が進んできて
いるように感じます。大切な思い出の整理にお困りの
方がおられましたら、ぜひお気軽にご用命ください。

芳養谷支店 金融窓口

吉
よし

岡
おか

 歩
あゆ

未
み

 さん

今ハマっているのは漫画やミス
テリー小説を読むこと。最近運動
不足なので、軽くランニングやウ
ォーキング等も始めたいです。

中央支店 渉外

坂
さか

本
もと

 龍
たつ

哉
や

 さん

初めての渉外業務で慣れない中、利用者さまにか
けていただいた感謝の言葉が励みになりました。お
役に立てるよう頑張ります。

ふれあい広場

４
月
か
ら

中
学
生
と

小
学
生
に

な
っ
た
よ
！

白浜町

田辺市鮎川

田辺市新庄町

すくすく
Memory

ご家族から一言

ENJOY

セカンド
ライフ

うちのコ 紹介

JA職員です
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